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『高橋地区地域づくり計画2020』の策定にあたって  

 

 

高橋振興対策協議会は、昭和 53 年の設立以来、高橋地区の地域活性化の促進と、

豊かな自然、歴史、文化遺産などの再発見及び地域住民のふるさとづくりや、心豊か

なまちづくりをめざして活動してきました。  

また、兵庫県の「ふるさと自立計画推進モデル事業」の認定を受けて、平成 22 年 3

月に「高橋地区ふるさと自立計画」を策定し、高橋ふれあい市などの取り組みを進め

てきたところです。  

そして平成 25 年５月には、高橋振興対策協議会自身が取り組みの先導に就き、より

一層地域振興の取り組みを加速させるべく、組織体制及び役員構成の再編を実現した

ところです。  

そこで高橋振興対策協議会では、高橋地区ふるさと自立計画に示された５年後、10

年後の高橋の将来を見据えつつ、この新しい実行体制の下で自立し自律した地域づく

りを確実に進めるための指針が必要と考え、平成 25 年 10 月より新たな「高橋地区地

域づくり計画」の策定作業を進めてまいりました。  

これまで５回のワークショップと説明会を開催し、その成果として高橋地区地域づ

くり計画 2020 を、今ここにまとめることが出来ました。  

高橋地区で暮らす私たちは、５年後、10 年後、老いも若きもみんなが手を携えて楽

しく、明るく、笑いながら、仲良く暮らしていける故郷のために、今、しなければな

らないことに取り組んでいかなければなりません。そのためには、みんなで話し合い、

みんなの知恵を借りながら、助け合い、励まし合いながら、地区住民全体で高橋を元

気にしなければなりません。  

 今後とも「みなさんと一緒にこの高橋で生きていくことに誇りと希望が持てる」そ

んな高橋地区にするために関係各位の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。  

  

 

 

平成 26 年２月  

 

                   高橋振興対策協議会  

                      会長  田  口   保  
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■第１章 基本的な事項 
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第第１１章章  基基本本的的なな事事項項  
 

１．高橋地区地域づくり計画の策定について 

（１）高橋地区地域づくり計画策定の背景と目的 

 

高橋地区では、地域が主体となったふるさとづくりを推進するために、高橋振興対策協議会を設

置し、様々な取り組みを行ってきました。さらには、スポーツクラブ２１や高橋地区活性化委員会、

集落サポーター等の各種団体、構成員が積極的に地域づくりを担ってきました。このような中で、

より一層、高橋振興対策協議会自身が地域づくりの主体となるべく、平成 25 年 5 月に組織ならび

に役員構成を再編し、より実践的な組織体制へと生まれ変わりました。 

この計画は、高橋振興対策協議会がふるさとづくりについて今まで以上に中心となって考え、自

ら行動するための指針として策定したものです。 

今後、高橋地区では、この地域づくり計画の下、住民ならびに高橋振興対策協議会が主体となっ

て自分たちの生活圏である身近な地域の課題を解決し、地区住民のニーズに応じたきめ細やかなふ

るさとづくりを推進していくこととなります。 

 

 

（２）高橋地区地域づくり計画策定の手順（検討ワークショップスケジュール） 

 

高橋地区地域づくり計画の策定にあたっては、高橋振興対策協議会顧問の支援を受けながら、平

成 25 年 10 月以来、ほぼ週 1 回のペースで合計５回のワークショップと検討会議を重ね（説明会

１回追加開催）、内容をとりまとめました。 
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□高橋地区地域づくり計画検討ワークショップ 開催スケジュール 

第１回 

10/23（水） 

19:00～21:00 

高橋公民館 

地域づくり計画の必要性と WSの目的の共有 

【まちづくり推進母体としての意識共有】 

参加者２７名 

第２回 

10/30（水） 

19:30～21:30 

高橋公民館 

持続可能な地域づくりのための事業位置づけ整理 

【全地区横断的なまちづくり活動の体系整理】 

参加者２４名 

第３回 

11/7（木） 

19:30～21:30 

高橋公民館 

まちづくり活動の優先順位と活動プログラム検討その１ 

【具体的なまちづくり活動の企画①】 

参加者２４名 

第４回 

11/20（水） 

19:30～21:45 

高橋公民館 

活動プログラム検討その２ 

実施体制の検討その１ 

【具体的なまちづくり活動の企画②】 

参加者１８名 

第５回 

11/27（水） 

19:30～22:30 

高橋公民館 

活動プログラム検討その３ 

実施体制の検討その２ 

【具体的なまちづくり活動の企画③】 

参加者３３名 

検討内容説明会 

12/16（月） 

19:30～21:00 

高橋公民館 

『高橋地区地域づくり計画』骨子の内容確認 

【振対協としての持続的なまちづくり活動推進に向けた新たな決意】 
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２．高橋地区地域づくり計画の対象範囲 

 

高橋地区地域づくり計画は、正法寺、平田、栗尾、佐田、久畑、後、東中、小坂、大河内、薬王

寺の高橋小学校区内全 10 集落を対象としています。 
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第第２２章章  高高橋橋地地区区のの現現状状とと問問題題点点・・課課題題  
 

１．地域の概況とこれまでの取り組み 
（１）地域の概況 

 
・豊岡市の東端、京都府福知山市との境界、出石川の源流部に位置する農山村地域で、田んぼ

（棚田）や里山（江笠山の眺望等）の農村風景が美しい状況です。 

・現在は地域内に 10 集落が存在しています。しかし、若者の流出が進み、将来的な集落の維

持が懸念されます。 

・公共交通は、但東町の中心部である出合に繋がる市営コミュニティバス・ｉｎａｃａｒ（イ

ナカー）河野辺線（薬王寺⇔合橋小学校）が主な地域の足です。その存廃が検討された平成

２１年には、高橋振興対策協議会においても、このイナカー存続運動を展開し、維持存続す

ることとなりましたが、現在１日６本程度で、しかも土日運休の便もあるほか、豊岡市街地

へは出合から出石に出て、出石で一旦、豊岡方面への路線バスに乗り換える必要があり、地

域の足としては不便と言わざるを得ません。 

・国道 426 号が地区を縦断し、舞鶴自動車道福知山 I.C.、国道 9 号経由で神戸から約２時間

の距離にあります。沿道に幾つかの商業施設（旬の里のぼりお、味蔵たんとう、あさみせ、

百笑館等）が立地していますが、買い物等の利便性は低下しつつあります。このような中で、

平成 25 年にガソリンスタンド（ＪＡアクロス高橋給油所）が再び出店しました。 

・但東シルク温泉やまびこ、シルクドーム、兵庫県子ども自然村といった観光、レクリエーシ

ョン施設があります。 

・農業の兼業化や高齢化による人手不足で、稲作等の農作業・維持活動等の労働力確保が課題

となっています。 

・森林の荒廃や耕作放棄地の問題、多発するイノシシ、シカ、クマ等の獣害に悩んでいます。 

・高橋小学校、高橋幼稚園・保育園（認定子ども園）がありますが、児童の減少により、今後

の子どもたちへの教育環境が問題となっています。 

・大生部兵主神社、新宮神社、楽音寺、乗専寺などの歴史・文化資源が数多くあるほか、城跡

も地区内各地に存在しています。 

・経済的自立だけでなく、地域の自律が大きな課題となっています。 
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449 人減 ▲31.1% 

 

（２）人口・世帯数の推移 
 

人口は年々減少してきており、平成 22 年（国勢調査データ）では 994 人と、初めて 1,000

人を下回りました。世帯数も減少傾向にあり、平成 22 年では 343 世帯となっています。 

かつては 1,500 人近くあった人口も、この 20 年近くの間に３割以上減少しており、少子高齢

化が一層進展していることがうかがえます。（※巻末に集落別の人口・世帯数の推移を掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域におけるこれまでの取り組み 

 
・「兵庫県ふるさと自立計画推進モデル事業」による計画策定 

平成 21 年 10 月から着手し、ワークショップを 7 回、発表会を１回開催し、この計画の

前身となる「高橋地区ふるさと自立計画」を策定しました。 

平成 25 年 12 月の開催で４回目となった「高橋ふれあい市」等の取り組みは、このふる

さと自立計画の策定がきっかけとなっています。 

 

・「兵庫県小規模集落元気作戦」（薬王寺）、「兵庫県むらの将来検討支援事業」（小坂） 

兵庫県の地域再生大作戦の一つである「小規模集落元気作戦」に、薬王寺集落が平成 20

年から取り組み平成 23 年 3 月にモデル事業を終了しました。 

その後は、自主的な都市農村交流活動として、田んぼオーナー制度を継続して実施してい

ます。 

小坂集落は、「むらの将来検討支援事業」に平成 23 年秋から着手し、古民家なかやでの

積極的な地域活動の展開に繋がっています。 
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・「高橋ふれあい市」の開催 

第１回 2010 年 12 月 25 日（土） 

第２回 2011 年 12 月 10 日（土） 

第３回 2012 年 12 月 16 日（日） 

第４回 2013 年 12 月 14 日（土） 

 

・「高橋ふるさと探訪」の開催 

第 1 回 2013 年 10 月６日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋ふれあい市（H25.12）         高橋地区大運動会（H25.９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋ふるさと探訪（H25.10）       高橋ふるさと探訪（H25.10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡアクロス給油所オープンイベント（H25.７）    高橋小学校芝生植栽（H25.６）
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地域資源状況図 
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２．高橋地区における地域づくりの問題点・課題 
 
高橋地区では、地域の状況やこれまでの取り組み経過などから、地域づくりにおいて、以下のよ

うな課題があると考えています。 

今後は、これらの問題や課題を解消するために、様々な取り組みを加速させていく必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①少子・高齢化社会への対応 

②地域住民のふれあい、支え合いの意識の醸

成と取り組みの促進 

⑤地域産業の活性化 

④美しく安全で安心して暮らせる生活環境

の維持、充実 

⑥地域づくり活動の財源確保と実行体制の

早期確立 

⑦地域づくりに対する住民の関心と参加意

欲の向上 

③地域への愛着、ふるさとへの誇りの育み 
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３．豊岡市総合計画における但東地域の位置づけ（総合計画の概要） 
 

 

 

【基本理念－いのちへの共感】 

■命は限られている ■命はつながっている ■命は支え合っている 

 

 

【将来像とキャッチフレーズ】 

「コウノトリ悠然と舞う ふるさと」 

 

 

 

 

 

 

 

『豊かな自然・風土に向き合い、人々が育んだ恵みを生かし、訪れる人

が“温もり”を実感できる地域づくりを進めます。』 

・グリーンツーリズム事業 

・生きる力を育む教育の推進 

・自然を生かした地域づくり事業 

・文化施設を活用した交流の推進 

但東地域の「地域づくりに向けた基本方針」 
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第第３３章章  高高橋橋地地区区のの将将来来像像  
 

 

高橋地区では、平成 21 年のふるさと自立計画策定の際に、４つの将来像をとりまとめました。 

ふるさと自立計画策定から３年が経過していますが、地区の実情はそれほど大きくは変わってい

ない状況です。そこで、この計画に位置づける将来像についても、ふるさと自立計画で掲げた将来

像を踏襲することとし、今後も引き続き、この将来像を実現するために、様々な取り組みを展開し

ていくこととします。 

 

 

【高橋地区の将来像その１】 

 

私たちが暮らす“高橋地区”は、 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
なところだったらいいな… 

 

【高橋地区の将来像その２】 

 

私たちが暮らす“高橋地区”は、 
 

 

 

 

 

 

 

 
なところだったらいいな… 

集落では………………都会からの移住者やＵターン者が多く、空

き家はありません。 

小学校では……………子どもが 120人を超えてにぎやかです。 

田畑では………………荒廃農地がなく、鹿もいず、高齢者が楽し

く作物や花を作っています。 

国道沿いでは…………あちこちに直売所や見処、食処があり、素

通りする車がありません。 

人の集まる場所では…不平不満を口にせず、助け合い楽しく穏や

かに暮らせるよう 

キリが少なく、太陽の恵みをいっぱいうけ、 

自然豊かで、 

若者たちや家族が、健康で元気よく住め、 

農産物などＰ・Ｂ商品があり、 

人と人との交流も盛ん 
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【高橋地区の将来像その３】 

 

私たちが暮らす“高橋地区”は、 
 

 

 

 

 

 

 

 
なところだったらいいな… 

 

【高橋地区の将来像その４】 

 

私たちが暮らす“高橋地区”は、 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
なところだったらいいな… 

 
 

職場がたくさんできて、安定収入があり 

若者が高橋に残り、子どもが多く有り 

高橋全体の活気がでる 

地域の住民が元気で 

住みやすさ、居心地の良さをアピールして 

「こんなところに住みたいな。」 

と地区外の人も思うような所にし 

その結果、人が集まり、定住する人が増え、 

どの世代も生き生きとしてくらせるよう 



■第４章 将来像実現に向けて必要な取り組み 
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第第４４章章  将将来来像像実実現現にに向向けけてて必必要要なな取取りり組組みみ  
 

 

高橋地区では、検討ワークショップのなかで、将来像の実現のために必要な取り組みとして、以

下のようなアイデアが出ました。 

 

商店・買物 

対策 

・コンビニの誘致：高橋に、但東に今後も夜簡単に出歩けるようなコンビニはない

ままで。子どもにとっても夜は家族の団らん。暗い夜は今こそ大切だと思う。 

・店を増やす（居酒屋も） 

交通・ 

地域の足 

対策 

・せめて土曜日にバスがあればいいと思います 

・バスを増やす（交通対策） 

・全但バスの復活 

・チクタクの運営 

・足がない人が気楽に利用できる交通手段があればなぁ 

歴史・文化 

活用対策 

・もっとふるさとを知る 

・毎年続けるふるさと探訪。他地区の人も参加希望。どう、案内していく？ 

夜、大同窓会をする 

・ふるさと探訪をした後、地域の史跡などを地図に落として冊子をつくる 

・出身者が里帰りするふるさと探訪 

・京街道の復元 

・地域のカルタを作る 

環境・エコ 

対策 

・平田自然村、山の勉強会 

・立木有効活用 

・雪対策（雪下ろし作業等）（ボランティア） 

・国道 426 号の花、飾り 

・源流の整備。オオサンショウウオの保全と活用 

活性化拠点 

・高橋の人なら自由に利用できる囲炉裏のある家（小坂「なかや」高橋版） 

・誰でも気軽に集まれる場所づくり、みんながあつまれる居場所 

・囲炉裏、薪ストーブ 

・古民家、旅籠 

・空き家対策 

定住促進 

対策 

・オシャレなスイーツカフェ（古民家を改装して作る）。オーナーを募集して永住

してもらう 

・若い世代の家族が永住してくれる環境づくり 

・古家、空き家を活用。持ち主が OK なら、地区として移り住みたい人を案内しや

すくするシステム作りをしては。アトリエ的な活用も楽しそう。 

・地域の為になるような職場を生み出す 

医療・福祉 

対策 

・高齢者体力づくり、住民の健康意識、寝たきり０（ゼロ）運動 

・悩みごと解決バスター 

・大学病院の誘致 

教育・子ども

対策 

・遊具がいっぱいの大きな公園（雨天でも遊べる） 

・子ども園の統合。0 歳児 5 人以下くらいになると、集団での学びの良さを保つた

めに、例えば合橋との統合も検討すべき。保護者の意見も参考に地区として動く 

・大学（サテライト）、研究所の誘致 

・子どもの遊び場（親も来る）、ソリ場（プラスチック場）冬場 

・子どもが帰りたくなる高橋、子どもが地域に残る教育 
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観光・交流 

対策 

・高橋の自慢できる場所を観光地にする（東中の花海道、平田子ども自然村など） 

・トイレ美化、おもてなし G-men、気持ちよく 

・材料持ちより料理教室。試食しながら輪を広げる 

・太極拳の後でみんなが寄っている時に話合い。これからの老後に元気でいられる

ようにラジオ体操の日もあったらと思います。 

・きれいな水の流れる渓谷を利用して、ニジマスやヤマメ釣り場をつくる 

・老人会が寄る行事を考えてほしい。楽しい生活がしたい 

・高齢者の卓球教室。月 1 回でもしてほしい。輪を広げられる 

・からだ塾の体操を出合まで行くが、できれば高橋公民館でしてほしい 

・農道などの休憩イス（ベンチ）、久畑パーキングの公園化 

・校区芸能発表会、文化祭開催、ふるさと大同窓会、高橋地区の合同大秋まつり、

出身者が里帰りする運動会、高橋まつりで盛り上がる、ふるさとのど自慢 

・各家庭、隣保で、地区外に生活している人を呼び込む活動、イベントを実施 

・顔見知り運動 

・ふれあい喫茶 

・超大ブランコ、アスレチック、ドッグランパーク 

・各集落のカカシコンテスト、ペットコンテスト、婚活イベント 

・田んぼアートの取組み 

・平田地区にあるキャンプ場の活性化 

・京都方面（京阪神）観光客の集客（旬の里利用）。但東の東で最後のみやげ店 

特産品・ビジ

ネス対策 

・チェーンソーアート 

・木を使ったソリづくり 

・地域の目玉（特産物、農産物）、米のブランド、自然薯づくり、放棄田を活用し

た高橋の特産品開発、高橋のＰＢ作り（農産物・加工品） 

・地元の特産品のインターネット販売 

・市のマスコットオオサンショウウオ「オーちゃん」の利用。シール等商品 

・地域の手づくり品を自由に販売できる直売所 

・山菜、よもぎつみ、里山のキノコ、野草 

・ピザ釜でピザパーティー♪ 

農業対策 

・農作物をつくる喜びがほしい。 

・鹿、猪の駆除を、オリの年間開放、獣害の撲滅 

・農業の後継者をつくる 

・営農生産組合 

・休耕田利用 

・高齢者を生かす 

情報受発信 

対策 

・魅力を発信。不便。自給自足。温かい近所のつながり。自然。夜は暗いもの。晴

耕雨読。インターネットの普及で都会とのつながりも。子どもがのびのび外で遊

ぶ…。良し悪しあるが、ここが好きで引っ越してきた人もいる。そういう人のエ

ピソード、高橋の素敵などをパンフレットやポスター、ホームページ（田舎ぐら

し）でもっとアピールできそう。都会の児童館や大学、公民館に置けば目を止め

る人もいる。特に子育て世代、まもなく定年等の人。効率化で忘れがちなことを

取り戻せる場所だとも思う。 

・登尾トンネルに便乗（1,777ｍ）７７７。パワースポット 

・高橋の位置表現ＰＲ。“但東の東、兵庫の鼻”等の地域ブランディング 

・高橋の付く名を増やす（小学校しかない）。高橋看板を作成 

自立・自律し

たまちづく

り対策 

・「振対協」ではとっつきにくいので、サブネームを考える（振対協のネーミング） 
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第第５５章章  率率先先ししてて取取りり組組むむ内内容容  

（（リリーーデディィンンググ・・ププロロジジェェククトト））  
 

 

高橋地区では、将来像の実現のために必要な様々な取り組みを考えてきました。 

この地域づくり計画では、これらの取り組みの中から、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
の３つを、次年度より順次率先して取り組むプロジェクトとして採り上げました。 

平成 26 年度からは、ここで検討した事業企画の内容をさらに充実させ、具体的なプロジェクト

（事業）企画を立案し、体制を整えて実践していくものとします。 

 

 

 

【平成 26年度より着手する３つの率先重点プロジェクト】 

 

No.1 高橋地区大運動会 “早期に地区住民全員参加を実現！”プロジェクト 

①住民誰もが 1 回は参加できるプログラムの設定 

②もちまき、バザー、抽選会などの付帯イベント企画の設定 

③送迎サービス、日程調整、徹底した周知等の全員参加のためのサービス提供 

 

No.2 高橋ふるさと探訪 “効果的で、持続して、魅力ある！”プロジェクト 

①語り部育成、郷土継承の仕掛けづくり（高橋検定の実施、ふるさとかるたの製作） 

②三世代交流、子どもの教育、郷土愛の醸成のためのプログラム設定 

③徹底した周知による参加者確保 

 

No.3 高橋ふれあい市“年に一度の自己表現の場、ちょっと儲かる！”プロジェクト 

①事業者、団体の出品・出店による充実した商品構成（偏りの解消） 

②オリジナル食品・加工品の発掘、販売、特産品化、ブランディング 

③定期市としての定着、地域外からの来訪者の確保 
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第第６６章章  今今後後のの進進めめ方方  
 

 

 高橋地区の地域づくりの全体的な方向性として、今回リーディング・プロジェクトとして取り上

げた①高橋地区大運動会“早期に地区住民全員参加を実現！”プロジェクトと、今年度スタートさ

せた②高橋ふるさと探訪“効果的で、持続して、魅力ある！”プロジェクト、そして、これまでに

４回に渡り開催してきた③高橋ふれあい市“年に一度の自己表現の場、ちょっと儲かる！”プロジ

ェクトの立ち上げを、早期に取り組んでいく重点実施項目とします。 

 今後は、重点実施項目のそれぞれについて高橋振興対策協議会内に実行委員会等の企画運営チー

ムを立ち上げ、高橋地区の全ての住民と行政、各種団体、事業者等との協働により、一体となって

進めていくものとします。また、この重点実施項目以外にも優先的に必要な取り組みは随時検討し

ていくものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋振興対策協議会の“強み”を生かして、よりよい取り組みとしていきましょう。 
 

 

【次のステップとして】 

①計画の合意形成と承認（次総会において） 

 

②各事業を動かしていくための“実行委員会”の設置 

 →振対協構成団体、各理事の担当割り振り 

 

③各実行委員会で、詳細な実行計画・事業企画書（H26 実施内容とスケジュー

ルの確定）と予算書の作成 

 

④準備実行（関係機関調整、広報ＰＲ等含む） 

 

⑤開催運営 
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大字・町名 世帯数 男 女 総数（年齢）

Ｈ２２ 但東町正法寺 20 40 27 67
国勢調査 但東町平田 52 83 94 177

但東町栗尾 52 80 86 166
但東町佐田 32 37 36 73
但東町久畑 58 80 85 165

但東町後 13 18 15 33
但東町東中 23 38 35 73
但東町小坂 21 22 27 49
但東町大河内 26 43 45 88
但東町薬王寺 46 42 61 103

計 343 483 511 994

Ｈ１７ 但東町正法寺 20 37 28 65
国勢調査 但東町平田 56 81 104 185

但東町栗尾 53 92 98 190
但東町佐田 37 47 43 90
但東町久畑 64 100 97 197
但東町後 11 23 15 38
但東町東中 29 45 45 90
但東町小坂 27 30 32 62
但東町大河内 28 52 46 98
但東町薬王寺 59 53 88 141

計 384 560 596 1,156

Ｈ１２ 但東町正法寺 22 39 33 72
国勢調査 但東町平田 55 102 124 226

但東町栗尾 58 103 114 217
但東町佐田 39 55 52 107
但東町久畑 70 111 116 227
但東町後 11 18 19 37
但東町東中 29 50 53 103
但東町小坂 29 34 45 79
但東町大河内 29 55 52 107
但東町薬王寺 64 63 98 161

計 406 630 706 1,336

Ｈ７ 但東町正法寺 25 39 41 80
国勢調査 但東町平田 58 111 125 236

但東町栗尾 63 112 120 232
但東町佐田 41 58 61 119
但東町久畑 71 109 113 222
但東町後 10 19 17 36
但東町東中 28 48 54 102
但東町小坂 32 40 46 86
但東町大河内 36 59 55 114
但東町薬王寺 52 72 91 163

計 416 667 723 1,390

Ｈ２ 但東町正法寺 26 38 37 75
国勢調査 但東町平田 66 112 135 247

但東町栗尾 63 112 125 237
但東町佐田 42 66 62 128
但東町久畑 66 105 119 224
但東町後 11 16 17 33
但東町東中 29 50 56 106
但東町小坂 35 47 56 103
但東町大河内 30 51 56 107
但東町薬王寺 59 85 98 183

計 427 682 761 1,443

【参考資料①－高橋地区（集落別）の人口・世帯数の推移（出典：国勢調査）】 
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【参考資料②－高橋地区地域づくり計画検討ワークショップの開催結果】 
 

２０１３／１０／２３ 高橋地区地域づくり計画策定 第１回検討ワークショップの成果 
 

【旗挙げアンケートの結果】 

 

確認．高橋の将来に向けて何かすべきだと思いますか？ 

 

① 

今すぐ 

すべきことがある 

４ 

② 

何かすべきだが、何をし

たらよいか分からない 

１７ 

③ 

別に何もしなくて

良い 

２ 

④ 

既にやっているこ

とがある 

２ 
 

 

 

 

２０１３／１０／３０ 高橋地区地域づくり計画策定 第２回検討ワークショップの成果 
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【参考資料③－高橋地区の子どもたち（保護者含む）からの意見】 
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私たちが暮らす“高橋地区”は 

集落では………………都会からの移住者やＵ・Ｊ・Ｉターン者が多く、空き家

はありません。 

小学校では……………子どもが 120人を超えてにぎやかです。 

田畑では………………荒廃農地がなく、鹿や猪もいなくて、高齢者が楽しく作

物や花を作っています。 

国道沿いでは…………あちこちに直売所や見処、食処があり、素通りする車が

ありません。 

人の集まる場所では…不平不満を口にせず、助け合い楽しく穏やかに暮らせる

よう 

なところだったらいいな… 

私たちが暮らす“高橋地区”は 

キリが少なく、太陽の恵みをいっぱいうけ、自然豊かで、若者たちや家族が、

健康で元気よく住め、農産物などＰ・Ｂ商品があり、人と人との交流も盛ん 

なところだったらいいな… 

私たちが暮らす“高橋地区”は 

職場がたくさんできて、安定収入があり若者が高橋に残り、子どもが多く有り、

高橋全体の活気がでる 

なところだったらいいな… 

私たちが暮らす“高橋地区”は 

地域の住民が元気で住みやすさ、居心地の良さをアピールして「こんなところ

に住みたいな。」と地区外の人も思うような所にしその結果、人が集まり、定

住する人が増え、どの世代も生き生きとしてくらせるよう 

なところだったらいいな… 

参参考考資資料料④④－－『『高高橋橋地地区区地地域域づづくくりり計計画画』』のの体体系系（（計計画画概概要要））  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①神戸から約２時間の距離 

②交通の軸となる国道 426号が縦断 

③但東シルク温泉やまびこ、シルクドーム、兵庫県子ども自然村 

④旬の里のぼりお、味蔵たんとう、あさみせ、百笑館 

⑤高橋小学校、高橋幼稚園・保育園（認定子ども園） 

⑥大生部兵主神社、新宮神社、楽音寺、乗専寺などの歴史・文化資源 

⑦出石川の源流 

⑧江笠山の眺望、森林、田園（棚田）の景観 

⑨地域全体では高齢化、少子化が進行 

⑩農林業は、高齢化と後継者不足による森林の荒廃や遊休農地の増加 

①少子・高齢化社会への対応 

 
【基本理念－いのちへの共感】 

■命は限られている ■命はつながっている 

■命は支え合っている 
 
【将来像とキャッチフレーズ】 

「コウノトリ悠然と舞う ふるさと」 
 

豊岡市総合計画（後期基本計画） 

高橋地区が目標とする４つの将来像 

地域づくりの主要課題  

□地域でこんな取り組みを進めてほしい！ 進めるべきだ！！ 

・全員が集まって、何かすることをもっといれてほしいです。 

・全校生でクッキング。子ども料理教室。 

・地区のお祭りができなくなったものもあるので、高橋みんなでお祭

りがしたい。おまつり沢山やりたい。 

・スポーツフェスティバル的なもの。 

・里山や林道を子供と自転車で走りたい。 

・川におちているゴミをひろったりして、自然を守る活動をしたいで

す。クリーン作戦（ごみ拾い）。 

・フリーマーケットのような事。ミニ文化展・文化祭。 

□私はこんなことならできる、関われる！ 手伝える！！ 

・町の特産品を売る。 

・お年寄りのお手伝い。地域行事のお手伝い。行事への積極的な参加。 

・地域でイベントに参加すること。 

・ごみひろいをして、高橋をきれいにする。 

・地域の人にやさしくする。 

・地産地消（少々高くても地元で買う） 

・行事や活動のボランティア。道案内、交通整理等。 

・ホームステイとして都会の方を受け入れる。 

高橋地区の現状 

子どもたち（高橋の小学生、中学生と保護者）の意見 

主な取り組み内容と重点プロジェクト 

（１）交通・地域の足対策 

①バスの増便（交通対策）（土曜日にバス） 

②チクタクの運営（足がない人が気楽に利用できる交通手段があれば） 

（２）歴史・文化活用対策 

①ふるさと探訪の継続。他地区の人も参加募集。大同窓会を実施（出身者が里

帰りするふるさと探訪） 

②地域の史跡などを地図に落として冊子を作成 

（３）観光・（地域内・地域外）交流対策 

①高橋地区の合同大秋まつり、校区芸能発表会、文化祭開催、高橋まつり 

②老人会が寄る行事を考えてほしい。楽しい生活がしたい 

③出身者が里帰りする運動会、ふるさと大同窓会の実施 

④ふれあい喫茶の開設 

⑤農道などに休憩イス（ベンチ）設置、久畑パーキングの公園化⇒整備 

（４）定住促進・空き家対策 

①若い世代の家族が永住してくれる環境づくり 

②古家、空き家を活用。地区として移住希望者を案内するシステムづくり 

③オシャレなスイーツカフェ（古民家を改装）。オーナーを募集し永住 

（５）特産品・ビジネス（農業、ｺﾐｭﾆﾃｨ・ﾋﾞｼﾞﾈｽ）対策 

①地域の目玉農産物・加工品・高橋ＰＢの生産、米ブランド化、自然薯づくり 

②農作物をつくる喜びがほしい。鹿、猪の駆除を（獣害の撲滅） 

③営農生産組合（法人等）の設置 

④地元の特産品のインターネット販売 

⑤マスコットオオサンショウウオ「オーちゃん」の利用。シール等商品 

⑥地域のカルタの製作・普及 

（６）活性化拠点、商店・買物対策 

①誰でも気軽に集まれる場所づくり（古民家、旅籠） 

②平田にある子ども自然村（キャンプ場）の活用、活性化 

③コンビニの誘致、店を増やす（居酒屋も） 

（７）教育・子ども対策、健康・福祉対策 

①子どもの遊び場（親も来る）、ソリ場（プラスチック場）冬場 

②子どもが帰りたくなる高橋、子どもが地域に残る教育 

③高齢者体力づくり、寝たきり０（ゼロ）運動、太極拳の後でみんなが寄って

いる時に語らい、老後も元気でいられるようにラジオ体操の日を設定 

（８）情報受発信対策 

高橋の位置表現ＰＲ。“但東の東”、“兵庫の鼻”等のブランディング 

（９）自立・自律したまちづくり対策 

「振対協」ではとっつきにくいので、サブネームを。（振対協のネーミング） 

②地域住民のふれあい、支え合いの

意識の醸成と取り組みの促進 

⑤地域産業の活性化 

④美しく安全で安心して暮らせ

る生活環境の維持、充実 

⑥地域づくり活動の財源確保

と実行体制の早期確立 

⑦地域づくりに対する住民の

関心と参加意欲の向上 

【平成 26 年度より着手する３つの率先重点プロジェクト】 

No.1 高橋地区大運動会 “早期に地区住民全員参加を実現！”プロジェクト 

①住民誰もが 1 回は参加できるプログラムの設定 

②もちまき、バザー、抽選会などの付帯イベント企画の設定 

③送迎サービス、日程調整、徹底した周知等の全員参加のためのサービス提供 

No.2 高橋ふるさと探訪 “効果的で、持続して、魅力ある！”プロジェクト 

①語り部育成、郷土継承の仕掛けづくり（高橋検定の実施、ふるさとかるたの製作） 

②三世代交流、子どもの教育、郷土愛の醸成のためのプログラム設定 

③徹底した周知による参加者確保 

No.3 高橋ふれあい市“年に一度の自己表現の場、ちょっと儲かる！”プロジェクト 

①事業者、団体の出品・出店による充実した商品構成（偏りの解消） 

②オリジナル食品・加工品の発掘、販売、特産品化、ブランディング 

③定期市としての定着、地域外からの来訪者の確保 

 

『豊かな自然・風土に向き合い、人々が育んだ恵みを生かし、訪

れる人が“温もり”を実感できる地域づくりを進めます。』 

・グリーンツーリズム事業 

・生きる力を育む教育の推進 

・自然を生かした地域づくり事業 

・文化施設を活用した交流の推進 

但東地域の「地域づくりに向けた基本方針」 

③地域への愛着、ふるさとへの

誇りの育み 


